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ど
う
し
て
こ
の
期
に
及
ん
で
、
と
い

う
の
が
、
文
在
寅
韓
国
大
統
領
の
元
徴

用
工
に
関
す
る
発
言
を
聞
い
て
、
多
く

の
日
本
人
が
抱
い
た
偽
ら
ざ
る
疑
念
で

あ
ろ
う
。
一
触
即
発
の
半
島
に
身
を
お

い
て
自
国
の
安
全
を
ど
う
確
保
す
る

か
、
国
家
の
生
死
を
賭
し
た
大
事
を
前

に
「
事
の
軽
重
」
の
判
断
に
狂
い
が
生

じ
て
い
な
い
か
。

一
昨
年
末
の
日
韓
外
相
会
談
に
お
い

て
慰
安
婦
問
題
の
「
最
終
的
か
つ
不
可

逆
的
な
解
決
」
が
両
者
間
で
合
意
さ
れ

た
。
日
本
側
は
合
意
に
誠
実
に
対
応
す

る
一
方
、
韓
国
側
に
は
こ
れ
を
守
る
意

思
が
薄
い
。
ソ
ウ
ル
日
本
大
使
館
前
の

慰
安
婦
像
の
撤
去
に
韓
国
政
府
は
関
心

を
示
さ
ず
、
釜
山
の
日
本
総
領
事
館
前

に
像
の
新
た
な
設
置
を
許
し
、
設
置
は

全
国
的
な
規
模
で
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

日
本
側
は
1
9
6
5年
の
日
韓
請
求

権
・
経
済
協
力
協
定
に
お
い
て
両
国
間

の
賠
償
請
求
権
は
「
完
全
か
つ
最
終
的

に
解
決
さ
れ
た
」
と
い
う
原
則
を
順

守
、
慰
安
婦
問
題
を
含
め
す
べ
て
の
個

人
請
求
権
問
題
は
解
決
済
み
と
い
う
態

度
を
一
貫
さ
せ
て
き
た
。
同
時
に
、
韓

国
の
民
意
に
も
配
慮
し
、
「
ア
ジ
ア
女

問
え
を
蒸
し
返
す
文
大
統
領
発
言
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韓
国
よ

生
死
賭
す
判
断
を
誤
る
な

性
基
金
」
を
何
年
に
設
置
し
て
「
償
い

金
」
を
、
さ
ら
に
一
昨
年
の
日
韓
合
意

に
沿
い
叩
億
円
の
拠
出
を
閣
議
決
定
し

す
で
に
支
払
い
済
み
で
あ
る
。
し
か

し
、
文
大
統
領
は
こ
の
合
意
を
よ
し
と

せ
ず
、
日
本
に
再
交
渉
を
要
求
し
よ
う

と
い
う
意
向
を
貫
き
、
合
意
過
程
の
再

検
証
を
進
め
て
い
る
と
い
う
。

文
大
統
領
は
就
任
1
0
0
日
目
の
記

者
会
見
に
お
い
て
、
日
本
統
治
時
代
に

半
島
か
ら
動
員
さ
れ
た
元
徴
用
工
に
は

！

日
本
企
業
へ
の
個
人
請
求
権
が
あ
る
と

述
べ
た
。
韓
国
政
府
は
膚
武
鉱
政
権
以

来
、
慰
安
婦
、
原
爆
被
害
者
、
サ
ハ
リ

ン
残
留
韓
国
人
の
3
つ
は
日
韓
請
求
権

＠
経
済
協
力
協
定
の
例
外
と
し
て
個
人

請
求
権
を
も
っ
と
し
、
元
徴
用
工
に
つ

い
て
は
言
及
を
避
け
て
き
た
も
の
の
、

今
回
の
文
大
統
領
の
発
言
で
あ
る
。

2

0
1
2年
の
大
法
院
の
判
決
以
来
、
日

本
企
業
が
賠
償
を
命
じ
ら
れ
る
判
決
が

ー相
次
い
で
お
り
、
こ
の
大
統
領
発
言
は

今
後
の
各
級
裁
判
所
の
審
理
に
多
大
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

~ ... 哩h

古田
日；二日

本
糾
弾
に
の
め
り
込
む
と
き
か

北
朝
鮮
の
核
ミ
サ
イ
ル
伺
喝
、
中
国

に
よ
る
不
徹
底
な
北
朝
鮮
制
裁
、
高
高

度
防
衛
ミ
サ
イ
ル
（
T
H
A
A
D
）
追

加
配
備
へ
の
濯
潟
米
韓
両
盟
の
将
来

の
不
透
明
化
な
ど
、
韓
国
を
取
り
巻
く

現
下
の
諸
状
況
は
、
韓
国
と
い
う
国
家

の
存
続
に
関
わ
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
を

も
っ
。
存
続
の
危
機
を
招
い
た
要
因
の

す
べ
て
が
韓
国
に
あ
る
と
は
い
わ
な

い
。
し
か
し
、
韓
国
内
の
左
派
勢
力
、

親
北
勢
力
の
跳
梁
を
許
し
、
そ
の
勢
力

の
分
厚
い
支
持
に
よ
り
政
権
を
手
に
し

拓殖大学学事顧問

渡辺 利夫

た
の
が
文
大
統
領
で
あ
る
こ
と
に
疑
問

の
余
地
は
な
い
。

北
朝
鮮
と
い
う
挑
発
的
な
軍
事
勢
力

に
対
崎
す
る
自
ら
の
行
動
を
省
み
る
こ

と
な
く
、
あ
ろ
う
こ
と
か
こ
の
危
機
の

最
中
で
、
連
携
を
強
化
す
べ
き
日
本
へ

の
糾
弾
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
と
い
う
の

は
ど
う
考
え
て
も
理
性
的
な
姿
勢
と
は

思
わ
れ
な
い
。
半
島
危
機
の
当
事
者
意

識
の
無
残
な
ま
で
の
欠
如
で
あ
る
。

顧
み
る
べ
き
歴
史
が
あ
る
。

「朝
鮮

国
ノ
完
全
無
欠
ナ
ル
独
立
自
主
ノ
国
タ

ル
コ
ト
」
（
日
清
講
和
条
約
第
1
条）

を
求
め
て
、
朝
鮮
の
宗
主
国
た
る
清
国

に
挑
ん
で
こ
れ
に
勝
利
し
た
日
本
が
、

朝
鮮
の
近
代
化
を
期
し
政
治
改
革
に
打

っ
て
出
た
こ
と
が
あ
る
。

、「
甲
午
改

革
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
清
戦
争
後

の
三
国
干
渉
に
よ
り
遼
東
半
島
の
清
国

還
付
を
の
ま
さ
れ
た
日
本
を
朝
鮮
は

「
侍
む
に
足
ら
ず
」
と
み
て
ロ
シ
ア
に

急
接
近
。
親
露
派
が
力
を
得
て
国
王
高

宗
を
ロ
シ
ア
公
使
館
に
移
し
、
国
王
は

公
使
館
か
ら
詔
勅
を
発
す
る
り
お
っ
屈

辱
を
余
儀
な
く
さ
れ
（
露
館
播
遷
）
、

朝
鮮
は
ロ
シ
ア
に
よ
り
自
在
に
操
ら
れ

る
事
態
と
な
っ
て
改
革
は
頓
挫
し
た
。

情
緒
が
政
治
決
定
を
左
右
す
る
怖
さ

親
日
派

・
親
露
派
、
中
国

・
日
本
・

ロ
シ
ア
、
国
の
内
外
に
か
か
わ
ら
ず
強

い
社
会
的
勢
力
、
大
な
る
国
家
に
な
び

い
て
、
自
ら
危
機
の
陥
葬
に
は
ま
っ
て

い
く
と
い
う
構
図
は
、
現
在
も
往
時
と

変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
の
か
。

甲
午
改
革
の
失
敗
を
目
の
当
た
り
に

し
た
福
津
諭
吉
は
、
明
治
初
年
目
月
7

日
付
の
『
時
事
新
報
』
の
論
説
「
事
実

を
見
る
可
し
」
に
こ
う
綴
っ
た
。

朝
鮮
人
は

「上
下
一
般
、
共
に
偽
君

子
の
巣
窟
に
し
て
、
一
人
と
し
て
信
を

置
く
に
足
る
も
の
な
き
は
、
我
輩
が
年

来
の
経
験
に
徴
す
る
も
明
白
な
り
。
左

れ
ば
斯
る
国
人
に
対
し
て
如
何
な
る
約

束
を
結
ぶ
も
、
背
信
違
約
は
彼
等
の
持

前
に
し
て
喜
も
意
に
介
す
る
こ
と
な

し
。
既
に
従
来
の
国
交
際
上
に
も
屡
ば

実
験
し
た
る
所
な
れ
ば
、
朝
鮮
人
を
相

手
の
約
束
な
ら
ば
最
初
よ
り
無
効
の
も

の
と
覚
悟
し
て
、
事
実
上
に
白
か
ら
実

を
収
む
る
の
外
な
き
の
み
」

福
津
の
思
想
的
影
響
を
受
け
た
金
弘

集
を
総
理
街
門
（
内
閣
総
理
大
臣
）
と

し
、
朴
永
孝
、
食
吉
溶
な
ど
を
要
職
に

配
し
て
進
め
ら
れ
た
甲
午
改
革
の
挫
折

は
、
福
津
の
朝
鮮
近
代
化
の
夢
を
最
終

的
に
打
ち
砕
く
も
の
と
な
っ
た
。
金
弘

集
は
総
理
衛
門
の
座
を
追
わ
れ
る
や
、

出
批
門
外
で
現
衆
に
よ
り
撲
殺
さ
れ
、

屍
は
市
中
に
晒
さ
れ
た
と
い
う
。

韓
国
に
は
国
民
情
緒
法
が
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
不
文
律
だ
が
、
成
文
法
を
超
越

し
て
、
行
方
定
め
ず
揺
ら
ぐ
国
民
の
情

緒
が
政
治
決
定
の
あ
り
ょ
う
を
左
右
す

る
と
い
う
恐
ろ
し
さ
が
確
か
に
こ
の
国

に
は
あ
る
。
福
津
は
明
治
問
年
の
「
脱

亜
論
」
の
正
当
性
を
日
年
余
を
経
て
見

定
め
、
以
来
、
朝
鮮
論
の
筆
を
折
つ

間

た
。
朝
鮮
研
究
を
志
す
学
究
が
急
速
に
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細
ゃ
ぎ
つ
つ
あ
る
日
本
の
現
状
は
、
そ

加

の
再
現
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
わ
た
な
べ
と
し
お
）


